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F-3 プログラム管理者の定めるウェブサイトにおける公開情報18 

情報提供項目 記述欄 
該当 
箇所 

（1） 

全般 

 

取組名称 
スリーエム ジャパン カーボン・オフセット認証コンクリート

保水テープ 
表紙 

認証取得者名 スリーエム ジャパン株式会社 A-1 

取組の概要 

A-6項目にある一覧表も

添付すること。 

本取組は、スリーエム ジャパンが製造工場での省エネ等

のCO2削減活動に可能な限り取り組んだ上で、製造・販売

するコンクリート用保水テープを購入することにより、原料

調達・製造・輸送から排出される0.47（kg-CO2/m2）全量を

J-VER及びJ-クレジット等によって、カーボン・オフセットす

ることができる取り組みである。 

 

No. 製品・サービス名 グリーン購

入法の特

定調達物

品等への

適合19 

1 コンクリート保水テープ 2227HP □ 

2 
コ ン ク リ ー ト 保 水 テ ー プ 

2227HPW 

□ 

 

A-6 

適用したカーボン・オフセ

ット第三者認証基準のバ

ージョン 

Ver1.1 

A-6 

認証有効期間 2023年4月1日 ～ 2024年3月31日 A-7 

オフセット主体※1 申請者のみ A-8 

オフセットラベルの使途 チラシ、製品、顧客用証明書 F-2 

（2） 

排出

量の

認識 

認証対象活動 
対象商品の原料調達・製造・輸送等、商品の販売、廃棄に

係る活動 
B-1 

認証対象取組内の温室

効果ガス排出活動 

対象商品の原料調達、製造、流通、販売、廃棄工程にお

ける設備・車両等 
B-1 

算定対象範囲 
対象商品の原料調達、製造、流通工程における設備・車

両等から排出されるCO2を対象とする。 
B-2 

算定方法（算定式及び算

定方法の根拠とした文書

名等） 

（製造） エネルギー使用量 × 排出係数 ＝ GHG 排出

量 

（流通） 輸送距離 × 輸送量 × 排出係数 ＝ GHG

排出量 

より、1m2 あたり CO2 排出量を算出した。 

B-3 

B-4 

 

18 F-3 の全ての情報は、プログラム管理者の定めるウェブサイト（URL: https://www.jcos.co/ ）にて公開されますので、公開可

能な情報のみを記入してください。 
19 特定調達物品等への適合の有無は、カーボン・オフセット第三者認証基準の定める要求事項ではありませんが、国等の公的

機関におけるグリーン調達の推進のための参考として情報提供のご協力をお願いします。 
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算定排出量 144 t - CO2 
B-5 

D-1 

（3） 

排出

削減 

認証対象取組内の温室

効果ガス排出削減の取組 

・製造工場における省エネ活動を実施。具体的には、以下

のとおり。 

－休日運転設備の見直し 

－全体空調から個別空調への転換 

－ボイラー使用台数の制御 

－コンプレッサ、冷凍機、冷却水ポンプ等を高効率タイプ

へ更新 

－エネルギーモニターによる見える化 

 

・製造工場における省資源化を実施。 

・その他の取り組みは、以下のとおり。 

－2000年12月までに、日本国内全ての拠点でISO14001を

取得 

－社員の自発的な改善提案によるエネルギー効率改善活

動 

－エネルギー効率の優れた設備への転換 

－エネルギー削減を推進する製品製造プロセスの導入 

－「環境活動賞」という環境保全活動に関する表彰制度 

C-1 

消費者等又は寄付参加

者への削減を促す取組※2 

・スリーエム ジャパンは、対象商品の販売時に地球温暖

化の喫緊性およびオフセットの概念、スリーエム ジャパン

の企業スタンス等をしっかりとお伝えし、お客様の意識向

上を図り、削減努力の促進を促す。 

・スリーエム ジャパンは、可能な限り多くの製品について

簡易的な製品の CO2 算定を実施することで、環境負荷の

少ない商品を生産し、お客様に届けるように努力してい

る。 

また、環境配慮製品を多く取り揃え、お客様の意識啓発に

も積極的に取り組んでいる。 

・スリーエム ジャパンは、オフセットのみならず、植林をテ

ーマとした商品など、環境配慮製品を多く取り揃え、意識

啓発に取り組んでいる。 

C-2 

認証対象取組外の温室

効果ガス排出削減の取組 

地域社会における CO2 削減活動などを実施。 

その他のスリーエム ジャパンが行っている様々な環境へ

の取り組みについては、 

https://multimedia.3m.com/mws/media/ 

2248324O/2022-3m-japan-group-sustainability-report.pdf 

（2022 3Mジャパングループ インパクトレポートを参照。） 

C-3 

（4） 

埋め

合わ

せ 

無効化量、又は算定排出

量に対するオフセット比率 
100% 

D-2 

D-3 

クレジットを認証した認証

制度名とクレジットの種類 
Ｊ－クレジット D-4 


